2021年日本ゲノム微生物学会研究奨励賞・若手賞候補者推薦書
　　　　　　（自薦の場合もこの用紙を使ってください。）
年　　月　　日
	推　　　薦　　　者　　　　　　（自薦の場合、職名、連絡先は不要）

	(ふりがな)
氏　名
	
印　

	職　名
	

	
連絡先
	〒

TEL：　　　　　　　　　　　　　FAX：
E-mail：



	受　賞　候　補　者

	(ふりがな)
氏　名
	
（西暦）　　　年　　月　　日生

	職　名
	

	
連絡先
	〒

TEL：　　　　　　　　　　　　　　FAX：
E-mail：

	【略　歴】
（大学入学以降の学歴・職歴を記入して下さい）


	【ゲノム微生物学会での活動歴】

入会年：
学会費納入状況：未納年　なし□　あり□　（いずれかにチェックを付して下さい）

年会での発表歴
（講演者としての、シンポジウム、一般演題（口頭、ポスター）等の発表歴について、発表年、著者（全員）、タイトル、種別を記入して下さい）






上記以外の、共同発表者としての発表回数：

その他
（評議員、役員、年会組織委員会等、本学会での活動歴、あるいは、若手の会等の本学会と関連する活動歴があれば記入して下さい。）


	
受賞候補者（　　　　　　）氏の推薦理由

	研究題目
	（和文）


	
	（英文）


	カテゴリー
	　研究奨励賞 又は 若手賞 と記入してください。

	【推薦理由】

























（紙面不足の場合は、ページを追加しても結構です。）





	【発表論文リスト】
· 受賞候補者がFirst AuthorあるいはCorrespondence Author、および同等の貢献が明記されているものに限ります。また、日本ゲノム微生物学会研究奨励賞への推薦根拠とすることについて、共著者全員の同意を取っておいてください。推薦にあたり、同意書の提出は必要ありません。
· 記載に関しては、発表年の古い順に、原著論文とその他（総説等）に区分し、査読のない論文については【査読なし】と記載して下さい。
· 論文のPDFを電子媒体で添付して下さい。
· 研究奨励賞に応募する場合は、参考論文等［受賞候補者がFirst Authorではないが、受賞候補者が直接研究指導を行った大学院生の研究論文等や主要な役割を果たした研究論文等］がある場合には、そのリスト、別刷り（PDFを電子媒体で添付）、およびその内容についての簡潔な説明（様式自由：受賞候補者が果たした役割についても記載）を添付して下さい。



	【業績説明】
（主要論文に関する説明を、研究の意義や特色などがわかるように、また、各論文との対応が分かるように、受賞候補者本人が記述してください。A4用紙2枚まで。12ポイントのフォントを使用してください。研究奨励賞に応募する場合は、参考論文の内容についても、論文との対応が分かるような形で記載することも可能です。）



	【業績説明（つづき）】




